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昭
和
十
三
年
五
月
五
日
、
入
隊
の

と
き
高
田
で
撮
っ
た
写
真
で
す
。
天

長
節
四
月
二
十
九
日
に
召
集
令
状
を

受
け
、
五
月
五
日
に
入
隊
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
全
村
を
あ
げ
て
の
歓
送

で
、
駅
構
内
は
も
と
よ
り
駅
前
広
場

ま
で
青
年
会
や
婦
人
会
な
ど
の
人
た

ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
田
沢
高
等

小
学
校
の
全
校
生
徒
も
線
路
わ
き
に

並
び
、
万
歳
、
歓
呼
の
声
や
旗
の
波

に
感
激
し
、
男
子
の
本
懐
平
和
国
の

た
め
に
天
皇
万
歳
を
胸
に
秘
め
、
勇

躍
高
田
歩
兵
三
十
連
隊
重
機
関
銃
中

隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
戦
地
で
励
ま

し
合
っ
た
仲
間
も
何
人
も
名
誉
の
戦

死
を
し
ま
し
た
。
九
死
に
一
生
を
得

如
来
寺
大
島
虎
男
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
右
端
の
人
が
大
島
さ
ん
で
す
璽

歎騨難藝欝蓬諺導蓬態単｝

6月11日～7月10日
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お忘れ怠く
へ
ら
の

へ
9
し
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■ツベルクリン反応及びB　CG（再ッ反者）

　7月1日／14：00～15：00／保健センター／再ツ反者

・日本脳炎予防接種礁1謡二llll盤

　6月17日／14：00～15：30／保健センター／初回未接種者の

　　　　　　2回目・未接種者

　6月24日／14：00～15：00／保健センター／未接種者

■麻しん（はしか）予防養種（S57．12．1～S58．1L30生）

　6月20日／14：00～15：00／上村病院／芋沢・田沢、如来寺

　　　　　　東田沢・豊里・桂・小原・干溝

　6月21日／14：00～15：00／上村病院／高道山地区・清津峡

　　　　　　地区・土倉・倉下
　6月26日／14：00～15：00／上村病院／倉俣地区・貝野地区

　6月27日／14二〇〇～15：00／上村病院／田中・上山・山崎・

　　　　　　荒屋・通り山・芋川新田・桔梗原

　6月28日／14：00～15：00／上村病院／未接種者

■母親学級
　6月21日／12：30～13：00／上村病院／妊娠中の保健（中期）

■妊婦検診

　6月21日／13：30～14：00／上村病院

■産後検診（S60．1．1～S60．4。30の間に出産した人）

　6月28日／13：00～14：00／保健センター
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11㈹
郡市商工会資賜郁バレーボール大会（津南町総合センタ
ー）

14團
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

交通安全教室・自バイ隊来村
虫歯予防購演会（中里保育所）

15（土）

農地法関係許可申請〆切

⑯（日）
休日救急医（至誠堂医院曾52－3276）

17（月）

日本脳炎予防接種（右参照）

20（利
麻しん予防養種（右参照）

飲酒運転追放の日

21働
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

麻しん予防控種（右参照）母親学級・妊婦検診（右参照）

高齢者講座（子どもたちとの交流会総合センター10：00～）

⑳（日〉
休日救急医（山口医院・下条曾55－2003）

商工会長杯争奪野球大会（宮中村民グランド9：00～）

24（月）

日本脳炎予防控種（右参照）

26㈱
麻しん予防接種（右参照）

27休）

麻しん予防接種（右参照）

28働

心配ごと行政相談日（老人福祉センター10：00～15：00）

麻しん予防接種（右参照）産後検診（右参照）
人権擁護相談所（老人福祉センター10：00～15：00）

赤十字安全教室（救急法と家庭看護・老人福祉センター
13：00～16：00）

⑳（日）
休日救急医（中条病院曾57－3018）

村づくリフォーラム（総合センター11：30～）

1　（月）

交通事故移勘相談所（十日町市役所10：00～15：00）

ツベルクリン反応及びB　CG（右参照）

5働
心配ごと相談日（老人福祉センタ〉・10：00～15：00）

⑦〈日〉
休日救急医（上村病院63－2111）

中里村消防団ボンブ操法競技会（総合センター前13：00～）

10㈱
交通安全家庭の日
老人クラブゲートボール大会（宮中村民グランド9：00～）

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

　　　つっが虫にご用心
つつが虫は、ダニの一種で全幽山株草鳳耕鵬

ど砿《分布しています．山榊鮒に入る博舳
膚姻純いよう、撫で鱒袋捕用し鮎よう・

　
A

　
家
中
で
農
業
に
取
り
組
む
、

桂
の
山
本
信
宏
さ
ん
宅
を
訪
れ

シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
出
荷
風
景
を
撮

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
娘

さ
ん
二
人
も
、
背
丈
を
超
す
シ

ャ
ク
ヤ
ク
畑
の
中
で
大
活
躍
で

し
た
。

　
　
組
臼
債
困

　
青
年
会
活
動
が
盛
り
上
が
ら

な
い
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
仕

事
の
業
種
の
多
様
化
に
伴
う
勤

務
形
態
の
違
い
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
当
村
で
は
、
特
に
十
日
町

市
や
津
南
町
に
勤
め
て
い
る
青

年
が
多
く
村
内
で
の
若
い
人
の

活
動
が
や
り
に
く
い
現
状
で
も

あ
り
ま
す
。

　
若
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、

青
年
会
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
活
動
を
活
発
に
や
る
こ
と
が

こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
の
原
動

力
に
な
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
旧
田
沢
中
体
育
館
は
年
中
利

用
で
き
ま
す
。
大
い
に
活
用
し

ま
し
ょ
う
。
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を
’の

　
　
偽

若
者
が
残
れ
る
基
盤
を

　
土
倉
、
倉
下
集
落
は
、
村
の

東
南
に
位
置
し
標
高
五
百
灯
～

七
百
灯
の
急
斜
地
に
点
在
し
て

い
ま
す
。
戸
数
は
、
土
倉
集
落

二
十
戸
、
倉
下
集
落
九
戸
で
、
昭

和
五
十
年
国
勢
調
査
に
比
べ
三

戸
減
少
し
て
い
ま
す
。
村
の
中

心
部
か
ら
十
四
・
五
棲
と
離
れ
、

気
象
条
件
は
、
村
内
で
も
一
番

厳
し
い
所
で
す
。

　
五
九
豪
雪
で
は
最
高
積
雪
が

六
層
に
達
し
根
雪
期
間
が
百
七

十
五
日
間
と
、
ま
さ
に
「
雪
に

埋
も
れ
て
小
半
年
」
と
い
う
状

態
で
し
た
。
平
年
で
も
四
灯
と

雪
が
多
く
冬
場
の
交
通
ス
ト
ッ

プ
が
地
区
の
人
た
ち
の
最
大
の

悩
み
で
す
。

・
轟
欝
ぼ

　
こ
の
地
区
の
水
田
の
多
く
は

二
～
三
評
と
小
さ
く
、
し
か
も

高
い
ア
ゼ
の
段
々
田
ん
ぼ
で
す
。

用
水
は
、
小
さ
な
沢
の
水
を
引

い
た
り
、
山
か
ら
の
わ
き
水
に

頼
っ
て
い
ま
す
。

　
一
戸
当
り
の
平
均
耕
作
面
積

は
、
水
田
九
十
ノ
、
畑
九
ノ
と

村
内
の
平
均
と
比
べ
て
若
干
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

半
湿
田
が
多
く
、
機
械
化
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
農
作
業
の
苦

労
は
大
変
な
も
の
で
す
。

特
産
物
の
開
発
を
め
ざ
し
て

　
山
村
農
業
活
性
化
事
業
は
、

県
農
林
水
産
業
総
合
振
興
事
業

の
一
つ
で
、
山
村
地
区
の
農
業

振
興
を
図
る
た
め
に
、
地
区
の

話
し
合
い
か
ら
活
性
化
の
道
を

さ
ぐ
り
事
業
を
実
施
し
て
い
く

も
の
で
、
従
来
の
補
助
事
業
と

若
干
異
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
区
で
の
大
き
な
事
業

の
柱
は
、
ほ
場
整
備
に
よ
る
大

型
機
械
の
導
入
、
山
菜
加
工
の

導
入
、
野
菜
生
産
の
基
盤
づ
く

り
の
三
点
で
す
。

・
・
鐙
饗

　
現
在
こ
の
地
区
の
水
田
の
多

く
は
、
二
～
三
ノ
で
耕
運
機
が

入
る
の
が
精
一
杯
と
い
う
現
状

で
す
。
ほ
場
整
備
に
よ
り
農
道

等
も
整
備
さ
れ
る
と
大
型
機
械

の
導
入
が
可
能
と
な
り
、
労
働

力
の
省
力
化
が
で
き
ま
す
。
更

に
、
寒
冷
地
に
強
い
ポ
ッ
ト
式

の
育
苗
方
式
に
よ
る
機
械
田
植

も
試
み
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

普
及
し
た
い
考
え
で
す
。

可
能
繊
蟹
標
高

　
中
里
村
は
、
平
場
で
標
高
二

づ
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V

　　　　しょう油1つでも角間からの山道を背

　　　負ってきたころから思えば随分住みやす

　　　くなりました。しかし、生活の向上とと

　　　もに現金の必要な時代になりみんなが現

　　金収入を得るため日雇いに出ています。

　　現金収入を得られる仕事のあるうちにこ

　　　こで住んでいかれる基盤を築きたいと思

　　　います。

　　　今回の山村農業活性化事業等を利用し

　　　て、水田のほ場整備、畑地の造成をし労

　　働力の省力化を図り、若い者が残れるよ

　　　うにしたい。そのために今のわたしたち

　　　の年代がもうひとガンバリしたいと思い

　　　ます。

（、V仙、V1A、V1ぷV1凸、V14、V1△、）ノA、V1（、V1ム、V／A、V廼、Vノム、W4、V14、V1ム、）ノハ、V〆△、V旭、）’凸、W△、V／A、Wゐ、

　
こ
う
し
た
現
状
か
ら
、
地
区

内
で
も
専
業
農
家
は
二
戸
だ
け

で
、
あ
と
は
日
雇
い
労
働
で
収

入
を
得
て
い
る
と
い
う
現
状
で

す
。

・
・
轟
欝
麟

　
地
区
に
住
む
働
き
盛
り
の
人

た
ち
の
多
く
は
「
オ
レ
た
ち
は

こ
の
ま
ま
で
も
ガ
マ
ン
を
す
る

が
子
ど
も
た
ち
を
こ
こ
に
住
ま

せ
る
自
信
が
な
い
」
と
言
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
今
回
の
活
性

化
事
業
で
、
農
業
の
基
盤
づ
く

年齢階層別人ロ

　
人
聞
性
回
復
が
呼
ば
れ
豊
か
な
自
然
を
も
つ

山
村
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
内
で
も
關
番

雪
の
多
い
土
倉
、
倉
下
集
落
に
二
十
九
戸
が
力

強
く
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
二
の
地
区
に

若
い
人
た
ち
が
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
生
活

の
基
盤
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
山
村
農
業
活
性
化
事
業
に
取
り
組
む
土

倉
、
倉
下
集
落
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

百
M
、
倉
俣
大
中
田
で
標
高
四

百
屑
、
清
田
山
で
五
百
欝
、
土

倉
で
標
高
七
百
層
、
小
松
原
で

標
高
千
屑
と
い
う
よ
う
に
、
標

高
差
に
富
ん
で
い
ま
す
。
他
の

地
域
で
は
、
抑
制
栽
培
を
す
る

た
め
に
冷
蔵
庫
等
を
利
用
し
て

栽
培
を
し
て
い
ま
す
が
、
当
村

で
は
自
然
条
件
を
生
か
し
て
抑

制
栽
培
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
つ
の
作
物
で
も
長
い
期

間
出
荷
で
き
る
体
制
を
作
る
こ

と
が
市
場
で
の
評
価
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
後
、

野
菜
栽
培
や
花
卉
の
導
入
に
よ

り
、
米
作
り
プ
ラ
ス
野
菜
作
り

と
い
う
複
合
経
営
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
今
回
の
事
業
の
中
で

そ
菜
展
示
ほ
を
設
け
、
夏
秋
ト

マ
ト
、
レ
タ
ス
、
ホ
ウ
レ
ン
草

な
ど
の
試
験
栽
培
を
行
う
予
定

で
す
。

り
を
し
　
少
し
で
も
若
者
が
残

れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、

農
業
収
入
を
高
め
出
稼
ぎ
の
解

消
を
図
り
た
い
と
意
気
込
ん
で

い
ま
す
。平

均
一
懸
響

　
昭
和
四
十
五
年
国
調
で
は
、

人
口
の
二
五
・
二
％
を
占
め
て

い
た
幼
児
人
口
比
率
が
土
倉
、

倉
下
で
は
一
八
％
と
減
少
し
て

い
ま
す
。
左
上
の
表
で
も
分
か

る
よ
う
に
老
齢
人
口
が
二
三
％

と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

し
か
も
生
産
年
齢
人
口
の
中
に

　
　
　
　
占
め
る
五
十
歳
以
上

村の数字はS55国調土倉・倉下S60．5月現在

の
比
率
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

後
継
者
問
題
に
つ

い
て
は
、
土
倉
集
落

の
方
が
深
刻
で
、
二

十
戸
の
内
約
三
分
の

一
し
か
若
い
後
継
者

が
い
ま
せ
ん
。
倉
下

集
落
は
、
九
戸
の
内

約
八
割
の
家
に
後
継

者
が
い
ま
す
。

山
・
織
欝
聾

　
現
在
、
こ
の
地
区
で
は
一
年

間
を
通
し
、
約
百
㌧
の
山
菜
が

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
豊

富
な
山
菜
資
源
を
た
だ
原
料
と

し
て
出
荷
し
て
い
た
の
で
は
収

益
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
今
回

の
事
業
で
多
目
的
に
利
用
で
き

る
施
設
が
建
築
さ
れ
ま
す
の
で

こ
れ
を
利
用
し
て
山
菜
加
工
の

道
を
開
き
た
い
と
意
気
込
ん
で

い
ま
す
。
こ
う
し
た
加
工
を
更

に
進
め
、
村
内
で
生
産
さ
れ
る

そ
菜
の
加
工
も
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す

　
現
在
、
清
津
峡
等
で
売
ら
れ

て
い
る
山
菜
加
工
品
な
ど
は
他

の
地
域
で
で
き
た
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
地
元
製
造
の
特
産
物
を

販
売
し
た
い
も
の
で
す
。

ノ
ー
ぐ
、
〉
6
、
〉
6
、
≧
S
＞
6
、
〉
る
、
≧
（
、
）
ノ
（
、
≧
∈
≧
（
、
〉
る
、
≧
9
≧
∈
≧
∈
≧
≦
）
ノ
ぐ
〉
6
、
≧
尋
≧
ぐ
、
≧
導
〉
ノ
q
、
≧
ぐ
、
≧
9
≧
忌
≧
q
、
≧
q
、
≧
9
≧
q
、
〉
〆
q
、
＞
6
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　冬の豪雪を考えるとつい逃げ腰になつ

てしまいます。

　しかし、いま我々の年代が頑張らなけ

れば確実にこの地区はさびれます。

　この地区は山菜の豊庫です。この天然

資源を利用し山菜加工の道を進めたいと

思います・これが成功すれば、春に塩漬

しておいて冬場に加工することもでき、

出稼ぎの解消にもなります。また、根雪

期間の長さを利用した、野菜の貯蔵方法

などを考え、この地区の特性を生かした

基盤を築きたいと考えています。
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考
髭
よ
う
わ
監
し
慮
繊
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
づ
く
頓
、
動
、

　
「
村
に
活
気
が
な
い
」
　
「
過

疎
化
が
進
む
ば
か
り
だ
」
と
嘆

い
て
い
て
も
村
は
よ
く
な
り
ま

せ
ん
。
七
千
人
の
村
民
全
員
が

「
よ
い
村
に
し
な
く
て
は
」
と

い
う
考
え
を
も
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
村
づ
く
り
は
決
し
て
役
場
や

農
協
が
進
め
れ
ば
よ
い
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
村
で
は
村
制
施

行
三
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
「
村
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
六
月
三
十
日
に
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
日
ご
ろ

考
え
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
合

い
ま
し
ょ
う
。

二
千
鯵
少

　
　
　
　
　
趨

　
昭
和
三
十
一
年
九
月
三
十
日

気持をひとつにして村づくりを

（
貝
野
村
の
一
部
合
併
）
時
点

で
九
千
八
百
五
十
七
人
あ
っ
た

村
の
人
口
も
、
昭
和
五
十
五
年

の
国
勢
調
査
で
は
、
七
千
五
十

七
人
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
高

度
成
長
期
後
半
の
昭
和
四
十
五

年
ま
で
は
、
年
平
均
百
五
十
人

も
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
降
は
五
十
人
く
ら
い
で
す
。

　
し
か
し
、
幼
児
人
口
の
割
合

が
減
少
す
る
と
と
も
に
老
人
人

口
が
急
激
に
増
え
全
人
口
の
一

五
・
四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
六
十
～
七
十
歳

の
高
齢
者
で
一
人
暮
ら
し
、
ま

た
は
老
夫
婦
だ
け
の
世
帯
も
多

く
、
近
い
将
来
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
も
人
口
の
減
少
が
進
む
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

・
藤
讐

　
村
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中

で
は
、
三
分
科
会
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
計
画
で

す
。★

第
幽
分
科
会
（
生
活
改
善
と

　
リ
サ
イ
ク
ル
）

　
派
手
に
な
っ
て
い
る
冠
婚
葬

祭
の
簡
素
化
や
ゴ
ミ
処
理
を
め

ー
ラ
ム

船

ぐ
る
資
源
の
再
利
用
方
法
を
考

え
ま
す
。

★
第
二
分
科
会
（
通
年
観
光
と

　
地
域
の
活
性
化
）

　
ス
キ
ー
場
建
設
等
を
ふ
ま
え

通
年
観
光
の
方
策
を
探
る
と
と

も
に
克
雪
、
利
雪
も
考
え
ま
す
。

更
に
は
、
国
道
一
一
七
号
線
拡

幅
に
伴
う
商
店
街
の
活
性
化
を

考
え
ま
す
。

★
第
三
分
科
会
（
中
里
村
の
特

　
産
晶
開
発
）

　
村
内
に
伝
わ
る
伝
統
技
術
の

見
直
し
や
観
点
を
変
え
た
資
源

の
発
掘
を
行
い
、
村
の
特
産
物

の
開
発
を
考
え
ま
す
。

★
講
演
会

　
基
調
講
演
は
、
栃
木
県
茂
木

町
役
場
総
務
課
課
長
補
佐
大
久

保
正
義
氏
が
「
村
づ
く
り
は
気

づ
い
た
時
か
ら
気
づ
い
た
人
た

ち
で
」
と
題
し
講
演
し
ま
す
。

★
日
　
時
　
六
月
三
十
日

　
　
　
　
　
午
前
十
一
時
半
～

★
場
　
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

★
申
込
み
　
今
回
の
広
報
に
折

　
　
　
　
　
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

　
村
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事

業
の
第
一
弾
で
す
。
お
お
ぜ
い

の
参
加
で
村
づ
く
り
の
輪
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。

16：5517：1017＝30

フォーラム日程表

　　14：25　　15：0511：3012：0012：25

受
暫
け
　
・

鷺
会
し
　
　
　
　
　
　

主
擁
説
鴫

分
秘
会
㌔

休
懇
お
分
よ
科
び
会
霰
舎

・　　講演会

纂
響
蟹
議

立
食
パ
著
テ
イ
1

花と実の楽しめる梅を
擁、撫、多、鋤芸、「、　　　　　　30周年記念樹　

　
渓

ど
　
　
鯉

．
影撫

ギ

　
村
内
の
全
戸
で
梅
を
植
え
て
、
春
は
か

わ
い
ら
し
い
花
を
楽
し
み
、
夏
は
健
康
食

品
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
実
を
楽
し

む
、
村
で
は
、
三
十
周
年
記
念
樹
と
し
て

梅
の
木
を
選
定
し
、
普
及
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ン
ゴ
ウ
メ

　
梅
の
木
の
品
種
は
「
豊
後
梅
」
で
す
。

こ
の
品
種
は
、
あ
ん
ず
と
の
交
雑
種
の
た

め
花
も
や
や
大
き
く
実
も
大
き
い
上
、
寒

さ
に
強
く
北
海
道
南
部
ま
で
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。

希
望
者
は
六
月
三
十
日
ま
で
に

★
価
格
　
＆
一
本
二
百
円
（
不
足
分
は
村

　
　
　
　
　
補
助
）

★
期
日
　
亭
六
月
十
日
～
六
月
三
十
日
ま

　
　
　
　
　
で

★
申
込
み
乃
後
日
回
覧
で
申
込
み
を
と
る

　
　
　
　
　
予
定
で
す
。

伽

グ圏　ピァ淫痛
　　　　　　勲　圖．　。吻

　津南町に建設中の大規模年金保養基地「グ

リーンピア津南」が、12月1日にオープンし

ます。352人が宿泊できる8階建てのセンタ

ー棟を中心に集会施設、各種飲食施設、スポ

ーツ施設が完備されます。

　年金保養協会では、開業5年目の年問入込み

客を日帰り7万人、宿泊6万人の合計13万人

を見込んでいます。ここを訪ずれる多くの観

光客が清津峡や七ツ釜に立ち寄るものと思わ

れます。神秘的な自然と温かい人情味を生か

した観光地づくりをしたいものです。

　職員採用｛こついては7㌻をご覧ください。

すばらしい景観の中12月1日オーブン

Nb．　347　60．6．10広報かかマと

脅
施
癒
②
面
き
が
寧
蝕
隠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
後
に
泣
く
の
は
自
分

　
昨
年
十
日
町
警
察
署
管
内
で

若
者
に
よ
る
大
事
故
が
、
二
件

発
生
し
て
い
ま
す
。
一
件
は
、

国
道
一
一
七
号
線
太
田
島
地
内

で
、
若
者
五
人
の
乗
っ
た
乗
用

車
が
街
灯
に
激
突
、
五
人
が
重

傷
。
も
う
一
件
は
、
国
道
二
五

二
号
線
焼
野
地
内
で
友
だ
ち
同

士
の
車
が
衝
突
、
一
人
死
亡
、

三
人
重
傷
、
二
人
軽
傷
。
こ
の

よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
両
方
と
も
飲
酒
運

転
に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過

ぎ
が
原
因
で
す
。

　
低
い
罪
の
意
識

　
わ
た
し
た
ち
は
、
人
の
も
の

を
盗
む
と
い
う
行
為
に
対
し
て

は
非
常
に
罪
悪
感
を
い
だ
き
ま

す
が
交
通
違
反
に
関
し
て
は

「
つ
か
ま
り
さ
え
し
な
け
れ
ば
」

と
つ
い
軽
く
考
え
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
交
通
違
反
は
一
歩
誤

ま
れ
ば
、
人
の
生
死
に
か
か
わ

り
ま
す
。
危
険
を
防
止
す
る
た

め
に
法
を
守
る
と
い
う
意
識
を

持
ち
た
い
も
の
で
す
。

　
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば

　
　
　
と
い
う
甘
い
考
え

　
と
か
く
「
今
の
若
い
人
た
ち

は
、
自
分
本
位
だ
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
十
日
町
警
察

署
滝
沢
交
通
課
長
さ
ん
は

「
今
の
若
い
人
た
ち
は
、

違
反
を
し
て
も
へ
理
屈
を

言
っ
て
、
自
分
の
行
為
を

正
当
化
し
よ
う
と
す
る
人

が
多
い
、
こ
う
し
た
こ
と
は
、

決
し
て
若
者
だ
け
が
悪
い
の
で

は
な
く
社
会
生
活
の
規
範
を
守

る
と
い
う
し
つ
け
を
親
が
き
ち

ん
と
し
な
か
っ
た
こ
と
も
原
因

の
一
つ
で
は
な
い
か
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

家
族
で
声
を
掛
合
お
う

　
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
に

二輪車の事故は大ケガのもと

は
、
一
人
一
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー

の
心
掛
け
一
つ
で
す
。
家
族
で

「
お
父
さ
ん
、
車
気
を
つ
け
て

ネ
」「

太
郎
君
、
車
に
気
を
つ
け
て
」

と
い
う
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら

互
い
に
声
を
掛
合
っ
て
、
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
。
事
故
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

よ
う
。

鞭
耀

　毎月出る生ゴミをゴミ収集に出すのはもっ

たいないことです。というのは、回収された

生ゴミは、水分を燃やすようなもので重油が

たくさん必要です。昨年津南町にあるゴミ焼

却場で使用された重油は、なんと958万円に

なっています。昔から生ゴミ等は、コヤマを

作ってそこに積んで堆肥を作レ人畑や水田に

入れていました。しかし、現在では、ハエが

たかったり臭うためあまり作られていません。

臭くなくハエもたからない容器普及

　昔のコヤマの利点を生かし、欠点であった

臭さやパ工問題が解消された生ゴミ処理器が

3年ほど前から普及しています。

　この容器は、つり鐘状のポリ容器で土の上

に置いて生ゴミを入れるだけでO　Kです・容

積1002のものですと2～5人家族の生ゴミを1

年中入れてもいっぱいになりません。

　家庭菜園に利用できる堆肥ができるこの容

器をぜひ備えつけください。

★保健センターあっせん

　　　生ゴミ処理器（2～5人）　4，800円

　　　生ゴミ処理器（4～8人）　7，200円

■詳しくは保健センターまで費63－3152）
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園恥圖會B⑫◎冠！
っ
た
。
完
全

に
親
の
責
任
已

　
五
月
十
七

日
、
一
歳
半

児
検
診
で
の

親
の
な
げ
き

で
す
。

　
虫
歯
が
こ

わ
い
の
は
、

健
康
に
支
障

を
き
た
す
こ

と
で
す
。
歯

が
一
本
抜
け

一
た
だ
け
で
も
、
か
む
力
が
六
三

．
響
に
減
少
す
る
と
い
わ
れ
て
い

　
ま
す
。

．
★
食
欲
低
下
、
偏
食
に

　
　
虫
歯
に
な
る
と
当
然
歯
が
痛

・
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て

．
食
欲
も
お
ち
偏
食
の
く
せ
が
つ

　
い
て
し
ま
い
ま
す
Q

　
★
全
身
へ
の
影
響

　
　
虫
歯
の
た
め
微
熱
が
続
き
、

　
リ
ン
パ
線
が
は
れ
、
更
に
心
臓

　
や
賢
炎
、
リ
ウ
マ
チ
性
関
節
炎

　
な
ど
を
お
こ
す
場
合
が
あ
り
ま

・
す
。

　
★
性
格
へ
の
影
響

　
　
虫
歯
が
ひ
ど
く
な
り
ま
す
と

　
人
前
に
出
て
も
ひ
け
め
を
感
じ

　
た
り
、
発
声
が
悪
く
な
り
内
向

ジ
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冒
…
…
…
憎
写
一
…
p
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ジ
ュ
ー
ス
等
を

　
買
っ
て
置
か
な
い

　
夫
婦
共
稼
ぎ
が
多
く
お
ば
あ
　
・

ち
ゃ
ん
の
子
守
り
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

し
ま
す
と
、
孫
は
自
分
の
子
ど

が
ま
ま
を
許
し
て
し
ま
い
ま
す
。
㎜

し
か
し
、
歯
は
一
生
の
宝
で
す
。
㎜

役
場
の
保
健
婦
さ
ん
は
「
ま
ず
、

ジ
ュ
ー
ス
等
は
家
に
買
っ
て
置

か
な
い
こ
と
。
ジ
ュ
ー
ス
の
か

わ
り
に
麦
茶
等
を
飲
ま
せ
る
よ

う
努
め
る
こ
と
。
間
食
を
し
た

あ
と
は
、
必
ず
口
を
す
す
ぐ
こ

と
已
を
心
掛
け
て
ほ
し
い
と
話

し
て
い
ま
す
。
一
日
中
子
守
り

を
し
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

大
変
さ
も
分
か
り
ま
す
が
、
歯

の
健
康
は
、
家
族
が
一
丸
と
な

っ
て
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
劇

　
脾

　
菊

　
57

　
給率患

　
り

　
歯

　
虫

的
な
性
格
に
な
る
場
合
が
あ
り
　
”
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対象者 虫歯あり り患率 虫歯本数

1歳半児 325 76 23％ 0．71本

3歳児 247 186 75％ 4．9本

5歳児 259 228 88．4％ 7．7本

計 831 490 62．1％ 4．4本
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，ぜ 運転者講習会で心を新たに

運転者講習会で悲惨な交通事故の映

画を見ると心が引き締まります。

こうした悲惨な交通事故が頻発してい

ます。年に一回の運転者講習会には、

ぜひ、声を掛け合って参加してくださ

いo
　　昭和60年度運転者講習会日程

」　㊤

肋
3は　1！

縷鋳
b￥気　d

鮎照

！　卜　翻
　　　　　ぽい　　　6　　1　　　つじ
　　P　　がぢ
　　　　　り窺　　1　　　匹ρ

　　　1

　　レ　，’　1
〃

　00ρ
ク

　　　　　　の
’

わ　　　　　噺芝
畠　　　　　　＾へ
い　　　　　Ω

，し
マいと
きb、
値壽ホ
リーラ
よ

♪
　
　
酒

　、謡
よ
と
捻な
　
｛

o

b、早蔚虫
亀くや賑
劃o・留

儲
　い色グ
　　　／

Φ
　
　
　
　
　
　
’

日時 対象地区 会　　場

7月15日
　（月）

倉俣地区
倉俣生活
改善センター

7月18日
　（木）

貝野地区
貝野多目的
研修センター

7月22日
　（月）

清津峡地区
高道山（小）

　　　体育館

7月24日
　（金）

田沢・南・北地区 総合センター

時間は午後7：30～9：30まで

この作品は山田まゆみさんの協力で

掲載しています。

魏

保養基地職員募集

★募集職種と採用予定数

・営業部門（予約、営業、フロント、

客室、ゲート、スポーツ施設、遊園

施設等）若干名
・接客部門（ラウンジ、食堂、宴集会

場、厨房等）若干名

・総務部門（総務、会計、用度、電気

技師、ボイラー技師）若干名

★職員、準職員資格

各部門とも30歳前後まで（経験者は

40歳ぐらいまで）通勤可能者、高校

卒業以上または、同等以上の学識が

　ある人。

★冬期アルバイト

年齢55歳ぐらいまで

★試験　　書類選考の上面接試験

★応募方法　　所定の応募票（役場窓

　口に用意）と6月10日現在の級歴書

を添えて6月29日までに十日町公共

職業安定所または保養基地開業準備

事務所（津南町役場内）まで提出し

てください。

気軽に相談を
特設人権相談所の開設

みなさん、身の回りの問題で困って

いることがありませんか。相談の内容

は、秘密を守り絶対人にもれることは

ありませんので、お気軽に相談におい

でください。

★日時　6月28日　午前10時～

　　　　　　午後3時
★会場　中里村老人福祉センター

★相談担当

　　　法務局長岡支局長
　　　人権擁護委員　斉喜正甫

　　　　　　　浜野孝司
相談は無料です。

みんなで防ごう土砂災害

　6月は土砂災害防止月間

　毎年、梅雨期や台風期には、土石流

地すべり、ガケ崩れ等の土砂災害が頻

発し、人命や財産に莫大な被害をもた

らします。

特に昨年の長野県西部地震に伴う土

砂災害や青海町のガケ崩れは記憶に新

しいところです。

　このため6月1日～30日までの1カ

月間を「土砂災害防止月間」として、

防災対策のP　Rが実施されます。

恐しい土砂災害を防ぐために、日ご

ろから土砂災害に対する認識を高めた

いものです。
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お父さんお母さんの似顔絵募集

　　　簡易保険郵便年金

越後田沢郵便局では、次代を担う子

どもたちの両親への敬愛の気風を育て

る一助として、下記のとおり作品を募

集します。

1．募集期間

　6月1日～6月20日まで
2．応募できる人

幼児および小学校4年生まで
3．応募方法

官製ハガキに、お父さんまたはお母

　さんの似顔絵をかいてポストに入れ

てください。

応募作品には、台紙をつけてお返し

いたします。また、応募者全員に参加

賞を差し上げます。

　　越後田沢郵便局（曾63－2070）

　／

　　＼

事業主の退職金制度のご利用を

小規模企業共済制度は、いわば国が

つくった事業主の退職金制度です。事

業主であるあなたが、第一線を退いた

ときなどに、法律で定められた共済金

が支払われます。掛金は、全額所得税

控除となり、節税をしながら財産づく

りのお役に立ちます。

．詳しくは、役場開発課商工担当まで

お問い合わせください。

6　難

警察官（大卒）募集

下記のとおり警察官を募集します。

★受付　6月1日（土）～7月25日（木）

★受験資格　昭和33年4月2日から昭

和39年4月1日までに生まれた男子

で大学（短期大学除く）を卒業した

者。または、昭和61年3月31日まで

　に卒業見込みの人。

★試験の日時、場所

第1次試験　8月4日　新潟市
第2次試験　9月上旬　新潟市

★申込み

受験申込み用紙は、駐在所にありま

　すのでお申出ください。

　　田沢駐在所（魯63－2368）

　　倉俣駐在所（魯63－2200）

登記関係手数料は

　　　　　登記印紙で

登記簿等の謄抄本交付・閲覧・証明

の申請に要する手数料は、昭和60年7

月1日から従来の収入印紙でなく登記

印紙によって納めていただくことにな

ります。

　この登記印紙は、全国の集配郵便局

で販売されています。

★登記簿謄本の手数料改定（％～　）

・登記簿謄抄本は、1通につき400円

　（1通が10枚を超えるものは、その

　超える枚数5枚ごとに100円加算
　されます。）

・不動産登記簿の閲覧や登記事項に関

する証明は、1件につき200円です。

詳細については、最寄りの登記所に

おたずねください。

防災無線などに妨害
　　不法電波はやめて

不法無線局の代表的なハイパワー市

民ラジオ、リニアアンプを付加したパ

ーソナル無線、37MHZの無線機等が依

然として残存しています。最近は、更

に、不法コードレス電話（自動車電話

と称するのもある）に起因する、警察

無線や防災行政無線等、いわゆる重要

通信への混信妨害が後を絶たない現状

です。

郵政省では、6月1日～6月10日ま
でを「電波法違反防止旬間」と定め、

電波法令違反の未然防止のため広報活

動を実施します。

　不法電波一掃にご協力ください。

善意をありがとう

★香典返し

芋沢保坂信雄氏3万円
如来寺　服部　寧氏　2万円

★古切手
通り山老人クラブ、如来寺老人クラ

　ブ、永楽会、共和会、無事学院、老

　人クラブ事務局

★雑布、白タオル

　中里村里菊皇居奉仕団　雑布100枚

　白タオル75枚
★一円玉募金
　如来寺老人クラブ、無事学院、永楽会

停電のお知らせ

★日時　6月13日　午後1時～5時
★場所　土倉、倉下
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兄
妹
の
末

っ
子
だ
か
ら
甘
え
ん
坊
な
ん
だ
。

　
お
母
さ
ん
は
、
ぼ
く
が
悪
い

の
に
兄
ち
ゃ
ん
を
し
か
る
こ
と

も
あ
る
ん
だ
よ
。
お
父
さ
ん
も

お
母
さ
ん
も
健
康
第
一
と
い
う

か
ら
ワ
ン
パ
ク
坊
主
に
な
る
ん

だ
。
　
倉
俣
　
　
桑
原
洋
敦
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
（
父
今
朝
義
・
母
正
子
）

り村山勇さん（小出）
　ワ　　　久江
恋愛結婚ですか……り古屋旅館のおかみさん

　から「この人いい人よ」と話しがあり交際

　をするようになりました。曽人がよさそう

　な感がしました。

初キッスは……り約2年間の交際期間があり

　ましたが、正式に決ってからです。り決し

　て早くはなかったですよ。

二人で仕事をしていて……り勤めている人と

　違っていつも一一緒ですから新鮮昧に欠けま

　すね。ワ若い女の人が来ると「ホラ、きれ

　いな人」と教えてあげるんですよ。

相手への要望…・・りやさしそうですが気の強

　いところがあるんですよ。オレが婿みたい

　ですよ。ワのんびり屋はいいんですけど、

　大事なことは早くしてほしいですネ。

村への要望は……り清津峡に民俗資料館を作

　ってほしい。
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野蒙

と
つ
て
も
難
し
い

トキソウ・サワラン》

盤

は毎年のように行き、そのつど

に心打たれる。そんな小松原湿

るかわいいランを2種紹介しま

ンとトキソウです。サワランは

色の花を付ける2辟ン程のランで

自生しますが、少数です。

サワランより

1穐蘇．η脅、

グ
サワラン

締

　小松原には毎年のように

自然の美さに心打たれる。

原に生育するかわいいラン

す。サワランとトキソウで

濃いアズキ色の花を付ける

上の屋敷に自生しますが、

トキソウはサワランより

少し小型で、花は薄いピ

ンク色です。小松原全体

にみられます。

す。

分布：小松原　　　トキソウ

　　　ラン科（2種）

文・絵井ノ川求さん　　ノrづ

ス
ポ
ー
ツ
幽
輪
車
に
挑
戦

　
サ
ー
カ
ス
で
ピ
エ
ロ
が
乗
り

回
す
一
輪
車
、
簡
単
そ
う
に
見

え
ま
す
が
い
ざ
や
っ
て
み
る
と

と
て
も
難
し
い
も
の
で
す
。

　
貝
野
小
学
校
で
は
、
昭
和
五

十
四
年
か
ら
、
六
年
間
に
わ
た

っ
て
卒
業
生
が
寄
附
し
て
く
れ

た
お
金
で
ス
ポ
ー
ッ
用
一
輪
車

二ろんでも二ろんでも挑戦

を
六
台
購
入
し
ま
し
た
。

　
五
月
の
連
休
明
け
か
ら
昼
休
辮

み
を
利
用
し
て
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
乗
れ

る
子
は
数
人
で
す
。

　
一
輪
車
を
購
入
し
た
こ
と
に

つ
い
て
海
津
教
頭
先
生
は
「
楽

し
み
な
が
ら
反
射
神
経
や
平
衡
暴

感
覚
が
養
わ
れ
る
か
ら
」
と
話
蘇

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
鎌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暴

　
低
学
年
は
、
両
肩
と
背
中
を
繋

友
だ
ち
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
も
暴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躰

必
死
に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
　
鎌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繋

　
目
下
、
六
月
十
六
日
の
運
動
募

会
に
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
募

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繋

に
上
達
し
た
と
こ
ろ
を
見
せ
た
鎌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舞

い
と
ハ
リ
キ
ッ
て
い
難
集
潔

乗糞
村輿
　紫　暴

踏切よく飛ぺた

　
「
ヨ
ー
イ
・
ド
ン
」
広
い
グ
ラ
ン
ド
に
ピ
ス

ト
ル
の
音
が
響
き
ま
す
。
五
月
十
七
日
、
中
里

中
学
校
で
校
内
陸
上
記
録
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
生
徒
た
ち
は
短
パ
ン
に
半
袖

姿
で
各
種
目
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
記
録
の
中
で
は
、
男
子
千
五
百
屑
、

八
百
層
、
走
り
高
と
び
等
で
好
成
績
が
で
て
、

郡
市
の
大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
放
課
後
も
日
曜
日
も
ひ
た
す
ら
ク
ラ
ブ
活
動

に
専
念
す
る
生
徒
た
ち
の
姿
は
と
て
も
美
し
く

感
じ
ま
す
。

車
っ
て
こ
わ
ー
い

潮
欄
．

鵬

欝
・
讐

＊
お
め
で
た
＊

由
布
子
（
小
柳
由
夫
）
如
来
寺

典
子
（
山
田

巧
（
村
山

直
也
（
大
口

達
也
（
樋
口

聡
史
（
広
田

友
美
（
樋
口

学
）
山
崎

和
政
）
東
田
沢

道
雄
）
重
地

正
和
）
小
原

正
平
）
干
溝

貞
夫
）
干
溝

＊
ご
結
婚
＊

麟
澤
典
掬

｛
貼
韓

｛
纏
肇

＊
お
く
や
み
＊

　
保
坂
重
信

　
廣
田
金
作

通
り
山

十
日
町
市

上
山

十
日
町
市

堀
之
内

十
日
町
市

7481

根
津
ッ
ル
9
4

服
部
順
平
7
6

渡
辺
イ
セ
　
9
4

桑
原
　
ヨ
ネ
50

芋
沢

高
道
山

ウ
イ
ン
グ
ス
優
勝

　
　
　
　
　
野
球
協
会
長
杯

　
六
月
二
日
、
宮
中
村
民
グ
ラ

ン
ド
で
野
球
協
会
長
杯
が
行
わ

れ
、
エ
ン
テ
ー
ズ
な
ど
五
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
す
ば
ら
し
い
晴
天
に
恵
ま

れ
、
選
手
た
ち
は
必
死
に
白
球

を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

★
成
績

　
一
位
　
ウ
イ
ン
グ
ス

　
ニ
位
　
中
里
村
商
工
会

なる一
ヒムム

ゆ
き
つ
ば
き
号
来
村
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》　
脹

　
車
が
四
十
キ
。
の
ス
ピ
ー
ド
で

道
路
に
飛
び
出
し
て
き
た
ダ
ミ

ー
人
形
（
ゴ
ム
製
）
を
跳
ね
ま

し
た
。
…
…
む
ご
い
姿
で
す
。

車
の
下
敷
に
な
っ
て
十
数
屑
も

ひ
き
ず
ら
れ
ず
た
ず
た
で
す
。

も
し
こ
れ
が
本
当
の
人
間
だ
っ

た
ら
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
五
月
二
十
八
日

田
沢
小
学
校
で
行
わ
れ
た

県
警
交
通
安
全
指
導
車

「
ゆ
き
つ
ば
き
号
」
に
よ
る

交
通
安
全
教
室
の
模
様
で

す
。
こ
の
日
は
、
婦
人
警
官

の
お
姉
さ
ん
二
人
が
腹
話

術
や
交
通
安
全
体
操
な
ど

を
混
え
楽
し
く
交
通
安
全

指
導
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

1瓢薫覇

　
最
後
に
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
左

折
巻
き
込
み
の
実
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
自
転
車
に
乗
っ
て
い

た
ダ
ミ
ー
坊
や
が
転
倒
し
、
自

転
車
が
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
る
様
子

に
子
ど
も
た
ち
は
、
小
さ
な
胸

を
痛
め
て
い
る
様
子
で
し
た
。ダミー人形がはね飛ばされる

榊緋糊緋暴辮謙藤棊暴舞

上
　
山

如
来
寺

高
道
山

重
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
饗
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
藩
　
．
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
懸
躍
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

六
月
二
日
　
田
沢
小
学
校
の
運
動
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
数
多
く
行
わ
れ
た
種
目
の

中
で
も
綱
引
き
は
、
小
さ
な
手
で
太
い
綱

を
し
っ
か
り
と
握
り
懸
命
に
引
く
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
ま
た
、
五
・
六
年
生
に
よ

る
騎
馬
戦
は
、
真
向
か
ら
敵
に
向
か
う
実

力
派
と
後
ろ
か
ら
向
か
う
奇
襲
派
に
分
か

れ
と
て
も
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
前
中
最
後
の
女
子
リ
レ
ー
は
、
め
ま

ぐ
る
し
く
順
位
が
入
れ
替
り
観
客
の
黄
色

い
声
援
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
貝
野
小
（
四
年
）

　
　
　
　
　
　
　
南
雲
め
ぐ
み
さ
ん

　わたしは、いちばんなかよしのアケミち

ゃんが、ドッヂボールの玉をとったところ

をかきました。いちばんむつかしかったの

は指先と顔です。よくできたと思うところ

は、顔のひょうじょうです。細い線を入れ

るのにくろうしました。

　　親子でナイトジョギングは

　　　　　　　　　　　いかが

　田沢地区の成年有志が「ゆっくり走ろう

会」を結成し、週2回健康づくりのためジ

ョギングをしています。参加しているお母

さんたちは「やせられるかしら」とハリキ

ッテいます。現在、大人、子どもを合わせ

50人くらいで走っています。ゆっくり走り

ますのでどなたでも参加できます。

★活動目　毎週火・金曜日夜8時～約2km
★申込み　小宮山省三（63－2487）

　　　　吉楽　義夫（63－3113）

走った後汗をかきかきポーズ

村
山
（
中
里
ク
）
組
優
勝

福
島
（
新
座
ク
）

　
　
　
　
県
大
会
で
大
活
躍

　
五
月
二
十
六
日
、
県
社
会
人

卓
球
選
手
権
大
会
が
新
発
田
で

開
か
れ
、
田
沢
本
村
の
村
山
婦

佐
江
さ
ん
は
、
女
子
三
十
歳
代

の
ダ
ブ
ル
ス
の
部
で
福
島
た
み

子
さ
ん
と
組
ん
で
優
勝
、
個
人

で
も
二
位
と
大
健
闘
を
し
ま
し

た
。
村
山
さ
ん
は
、
勤
め
と
家

事
と
ス
ポ
ー
ツ
を
こ
な
す
ス
ポ

ー
ッ
マ
マ
さ
ん
で
す
。

★
中
里
卓
球
ク
ラ
フ

　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
八
時
～

　　　　　　　　　　醸　　　　　　　　曝　　　　　趨　　　簿灘
船値
鱗
藍
譲
擦

・飲酒運転検挙者数　8人

・無免許運転違反　　2人

・事故発生件数　　　1件

・死亡事故ゼロ　600日
　　　　　　（5月末累計）

　
雨
の
日
の
夜
間
運
転
は
、
歩

行
者
が
見
え
に
く
く
大
変
危
険

で
す
か
ら
十
分
注
意
し
て
運
転

を
し
て
く
だ
さ
い
。


